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５
月
１７
日
〜
１８
日
、
県
本
部
青
年
部
の
ピ
ー
ス
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
『
芸
術
を
通
し
て

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
青
年
部
員

２５
人
は
、「
松
代
大
本
営
」
が
あ
る
信
州
へ
向
か
い

ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
は
、
参
加
者

の
多
く
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

「
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
」
で

す
。
時
間
が
穏
や
か
に
流
れ
る

広
い
公
園
の
中
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
る
、
淡
い
タ
ッ
チ
の
絵

に
込
め
ら
れ
た
、
愛
し
い
者
、

美
し
い
も
の
を
守
り
た
い
と
い

う
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
情
熱

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
「
戦
没
画
学
生
追
悼
美

術
館

無
言
館
」
に
は
、
太
平

洋
戦
争
で
大
き
な
夢
を
抱
き
な

が
ら
も
戦
火
に
散
っ
て
し
ま
っ

た
美
術
大
学
の
学
生
な
ど
の
絵

画
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
手

紙
や
愛
用
品
な
ど
の
遺
品
も
多

く
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
静
か
で

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者

は
一
言
も
発
す
る
こ
と
な
く
、

数
々
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
ツ
ア
ー
参
加
者
と
同
世
代

の
青
年
た
ち
の
青
春
が
、
戦
火

に
散
っ
て
し
ま
っ
た
事
実
に
触

れ
、
涙
を
流
す
人
も
多
く
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
本
土
決
戦
に
向
け

て
、
皇
居
や
諸
官
庁
を
移
設
す

る
た
め
に
信
州
・
善
光
寺
平
一

帯
に
つ
く
ら
れ
た
地
下
軍
事
施

設
群
「
松
代
大
本
営
」
へ
向
か

い
ま
し
た
。
戦
況
が
悪
い
中
、

多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
動
員

さ
れ
、
過
酷
な
労
働
を
強

い
ら
れ
、
短
期
間
で
１０
数

キ
ロ
の
地
下
壕
が
掘
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
は
長
野
俊

英
高
校

郷
土
研
究
部
の

み
な
さ
ん
が
ガ
イ
ド
を
務

め
て
く
れ
ま
し
た
。

郷
土
研
究
部
に
よ
る
「
松
代

大
本
営
」
の
調
査
・
研
究
活
動

は
、
地
域
住
民
と
と
も
に
２０
年

以
上
に
わ
た
っ
て
と
り
く
ま

れ
、
大
本
営
の
地
下
壕
群
の
保

存
・
公
開
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
資
料
を
展
示
し
た

「
れ
き
み
ち
の
家
」
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を

と
り
く
ん
で
い
る
高
校
生
の
解

説
は
大
変
詳
し
く
、
当
時
の
関

係
者
の
声
が
反
映
さ
れ
た
も
の

と
な
り
、
真
実
に
迫
っ
た
も
の

で
し
た
。
平
和
を
訴
え
る
高
校

生
の
活
動
を
見
て
、
参
加
者
が

各
職
場
・
地
域
で
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
ピ
ー
ス
ツ
ア
ー
は
、

芸
術
を
通
し
て
平
和
の
尊
さ
を

学
ぶ
と
い
っ
た
、
い
つ
も
と
は

違
っ
た
趣
向
の
ピ
ー
ス
ツ
ア
ー

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ

た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
も
っ

と
い
ろ
ん
な
面
か
ら
物
事
を
と

ら
え
て
い
か
な
く
て
は
」「
今
、

自
由
に
歌
っ
た
り
、
描
い
た
り

で
き
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
あ
り

が
た
い
こ
と
か
、
実
感
で
き

た
」「
憲
法
改
悪
な
ど
、
平
和

を
お
び
や
か
す
動
向
に
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
は
組

合
の
平
和
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ピ
ー
ス
ツ
ア
ー
in
長

野
の
報
告
会
が
６
月
１３
日
�
１９

�
３０
〜
労
働
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

「
い
い
機
会
を
作
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」、
港
職

労
は
５
月
２１
日
、
新
規
採
用

職
員
対
象
の
学
習
会
を
開
催

し
、大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

今
年
度
採
用
職
員
１３
人
全
員

が
参
加
し
、
港
湾
労
働
者
の

労
働
環
境
や
物
流
形
態
に
つ

い
て
名
港
労
協
や
組
合
書
記

長
が
講
演
。
ま
た
、
賃
金
・

休
暇
、
福
利
厚
生
制
度
な
ど

の
学
習
も
深
め
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
仕
事
の
流
れ

や
互
助
会
の
得
す
る
情
報
が

聞
け
大
変
い
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、「
労
働
組
合
の
必
要
性

が
理
解
で
き
た
」「
他
の
組

合
の
話
も
聞
け
て
勉
強
に

な
っ
た
」
の
意
見
も
届
き
ま

し
た
。
学
習
会
の
後
の
交
流

会
は
最
高
に
も
り
あ
が
り
、

ま
た
「
や
っ
て
欲
し
い
」
の

声
も
出
て
い
ま
し
た
。

上－地元高校生
のガイドを
熱心に聞く
参加者

下－参加者みん
なでハイポ
ーズ�
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中中
国国
四四
川川
省省
のの
大大
地地
震震
、、ミミ
ャャ
ンン
ママ
ーー
のの
ササ
イイ
クク

ロロ
ンン
のの
被被
災災
者者
支支
援援
カカ
ンン
パパ
のの
おお
願願
いい

被
害害
に
あ
っ
た
被被
災災
者
に
届届
け
る
こ
と
を
目目
的的
と
し
ま
す
。

ご
協
力力
お
願願
い
いい
た
し
ま
す
。。
振振
込込
先先
等等
は
組組
合合
に
お
問問
い
合合
わ
せ
下
さ
い
。。
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愛
知
社
保
協
主
催
の
国
保
改

善
運
動
学
習
・
交
流
集
会
が
５

月
１７
日
に
開
催
さ
れ
、
９３
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
愛
知
社
保
協
副

議
長
の
久
保
田
武
さ
ん
が「『
後

期
高
齢
者
医
療
』
な
ど
の
国
保

財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
基
調
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
久
保
田
さ
ん
は
、
国
保
料

（
税
）の
値
上
が
り
に
つ
い
て
、

１
９
８
４
年
に
国
庫
負
担
が
削

減
さ
れ
た
こ
と
が
元
凶
だ
と

し
、
社
会
保
障
と
し
て
の
国
保

を
守
り
再
生
す
る
運
動
を
地
域

か
ら
と
り
く
む
こ
と
が
大
切
と

訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
状
況
と
し

て
、
札
幌
市
で
１
世
帯
あ
た

り
５
％
の
引
き
下
げ
、
京
都

で
は
市
長
選
の
取
り
組
み
と

あ
い
ま
っ
て
、
１
人
あ
た
り

平
均
１
万
円
の
値
下
げ
を
実

施
さ
せ
た
。
そ
の
他
、
福
岡
、

横
浜
、
堺
な
と
で
も
引
き
下

げ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

討
論
で
は
、「
政
令
市
で

１
番
の
大
幅
値
上
げ
」（
名
古

屋
）、「
住
民
運
動
と
議
会
で
の

追
求
で
、
国
保
税
を
１
人
あ
た

り
４
４
０
０
円
引
き
下
げ
さ
せ

た
」（
蒲
郡
）、「
保
険
証
の
留

置
き
が
増
え
て
い
て
、
豊
橋
で

も
２
０
０
０
件
く
ら
い
あ
る
」

（
豊
橋
）、「
７
団
体
の
共
同
で

国
保
料
減
免
の
取
り
組
み
を
し

て
お
り
、
７
月
に
区
交
渉
を
予

定
」（
南
区
生
健
会
）
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

自
治
労
連
か
ら
参
加
し
た
仲

間
は
、「
国
保
は
、
所
得
の
低

い
人
が
多
い
な
か
で
、
保
険
料

の
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
予
算
は
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、

現
場
の
声
は
上
に
上
が
ら
な
く

て
、
労
働
組
合
と
し
て
要
求
し

て
い
く
し
か
な
い
。
窓
口
で
言

わ
れ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な

い
」（
名
古
屋
市
職
労
）
ま
た
、

「
文
句
の
言
う
と
こ
ろ
（
相

手
）
が
な
い
の
が
現
場
の
人
の

声
。
低
所
得
者
の
人
の
み
、
苦

し
む
こ
と
に
な
る
制
度
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
」（
名
市

職
労
国
保
推
進
員
）
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
久
手
町
職
労
は
４
月
３０

日
、超
過
勤
務
の
改
善
も
と
め
、

緊
急
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
新
年
度
に
入
っ
て
、
組
織

改
編
や
人
事
異
動
な
ど
が
重
な

る
中
、
福
祉
課
や
保
健
医
療
課

な
ど
、
職
場
に
よ
っ
て
は
通
常

を
大
き
く
上
回
る
超
過
勤
務
の

実
態
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
組
合

で
は
、
厚
労
省
が
９９
年
に
出
し

た
過
労
に
つ
い
て
の
超
過
勤
務

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
年
間
２
５

０
時
間
以
下
に
す
る
こ
と
を
労

使
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
行
の
状
態
で
は
該
当
職

場
の
職
員
の
健
康
に
重
大
な
影

響
が
起
こ
る
と
し
て
緊
急
に
改

善
を
申
し
入
れ
た
も
の
で
す
。

申
し
入
れ
で
は
、
現
在
の
人

員
が
適
正
化
か
ど
う
か
、
抜
本

的
な
改
善
を
求
め
る
の
と
同
時

に
、
緊
急
に
実
施
で
き
る
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
と
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。
組
合
の
申
し
入
れ
に

あ
わ
せ
て
、
該
当
の
分
会
に
よ

る
職
場
長
へ
改
善
の
申
し
入
れ

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
１９
日
、
名
古
屋
市
港
区

の
稲
永
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

て
、
県
本
部
青
年
部
第
１
回
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、
各
単
組
の
常
任
委
員
や

青
年
部
員
の
交
流
を
目
的
と
し

て
、
今
年
度
は
じ
め
て
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

名
古
屋
市
職
労
、
名
水
労
、

岩
倉
市
職
、
犬
山
市
職
労
、
港

職
労
の
各
単
組
と
、
愛
労
連
・

学
習
協
よ
り
１
チ
ー
ム
の
計
６

チ
ー
ム
、
総
勢
５５
人
の
青
年
が

和
気
あ
い
あ
い
と
バ
ス
ケ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

今
回
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
、
交
流
が
メ
イ
ン
と
い
う
こ

と
で
「
男
女
混
合
」「
基
本
的

に
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ
」
と
い
っ

た
簡
単
な
ル
ー
ル
で
行
な
い
、

い
ざ
試
合
が
始
ま
る
と
好
プ
レ

イ
の
連
続
。
一
時
も
目
の
離
せ

な
い
名
試
合
ば
か
り
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
中
で
も
、
一
段
と
目
を

引
い
た
の
が
女
性
の
活
躍
。

次
々
と
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
各

チ
ー
ム
の
女
性
陣
に
、
観
客
も

拍
手
喝
采
。「
女
性
の
ポ
イ
ン

ト
は
２
倍
」
と
い
う
特
別
ル
ー

ル
も
あ
り
、
勝
利
の
決
め
手
と

な
る
ゴ
ー
ル
も
数
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
優
勝
が
名
古
屋
市

職
労
、
準
優
勝
が
犬
山
市
職
労

と
い
う
こ
と
で
幕
を
閉
じ
、
第

２
回
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
の
再
会
を
誓
っ
て
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
親
睦
交
流
会
を
行

い
、
参
加
者
は
お
お
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
次
回
、
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

下
の
ク
イ
ズ
を
解
き
、
解
答

お
よ
び
名
前
・
組
合
名
・
職
場

名
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
送
っ
て

下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
６０
名
に
６０
周
年
記
念
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

送
り
先

〒
４
６
２
―
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目
７

―
８

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は
６
月
３０
日
必

着
。
ハ
ガ
キ
に
必
ず
近
況
や
職

場
で
の
話
題
、「
あ
い
ち
の
仲

間
」
の
感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い

話
な
ど
、
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。

碧碧
南南
公公
務務
公公
共共
一一
般般

（（
５５
月月
１１００
日日
））

執
行
委
員
長

小
林

久
枝

副
執
行
委
員
長

浜
野
ゆ
か
り

書

記

長

角
谷

唯
高

自自
治治
体体
一一
般般
安安
城城
ヘヘ
ルル

パパ
ーー
分分
会会（（
５５
月月
１１１１
日日
））

執
行
委
員
長

横
山

恵
子

副
執
行
委
員
長

三
崎
久
美
子

〃

中
山

民
子

書

記

長

松
本
真
奈
美

〃

鈴
木
千
香
子

〃

川
澄

幸
代

会

計

竹
内

一
美

なな
ごご
やや
介介
護護
労労
組組

（（
５５
月月
１１７７
日日
））

執
行
委
員
長

神
谷
喜
和
子

副
執
行
委
員
長

津
山
美
千
子

〃

舟
橋

薫

〃

岡
田

康
子

書

記

長

横
江

厚
子

９
６
２
号
の
答
え
は
「
ネ
ン

ド
ガ
ワ
リ
」
で
し
た
。
２０
通
の

応
募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
送
り
ま
す
。

味
岡

孝
尚
（
豊
橋
市
職
労
）

藤
�

順
子
（
豊
橋
市
職
労
）

谷
口
美
和
江
（
西
尾
市
職
）

鈴
木

弥
生
（
西
尾
市
職
）

竹
岡
ゆ
か
り
（
瀬
戸
市
職
労
）

鈴
木

貴
子
（
瀬
戸
市
職
労
）

松
田

直
子
（
長
久
手
町
職
）

羽
田

春
美
（
犬
山
市
職
労
）

鈴
木

佳
子
（
豊
川
市
病
組
）

筒
井

勝
美
（
豊
川
市
職
労
）

○
応
募
作
品

第
１
種
―
政
令
・
都
市
職

の
単
組
機
関

紙
・
ニ
ュ
ー
ス

第
２
種
―
町
村
職
の
単

組
、
政
令
・
都

市
職
の
支
部
・

分
会
の
機
関

紙
・
ニ
ュ
ー
ス

第
３
種
―
補
助
組
織
、
職

域
部
会
、
専
門

部
な
ど
の
機
関

紙
・
ニ
ュ
ー
ス

○
２
０
０
８
年
２
月
〜
５
月

に
発
行
さ
れ
た
も
の
７
部

を
県
本
部
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

○
６
月
１３
日
�
必
着

○
審
査
発
表
と
表
彰

「
１
０
１
回
愛
知
県
本
部

定
期
大
会
」（
２
０
０
８

年
７
月
１９
日
）
で
第
１
種

〜
第
３
種
に
つ
い
て
は
、

優
秀
賞
１
点
、
入
賞
数
点

を
表
彰
し
審
査
結
果
を
発

表
し
ま
す
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者
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単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介

国国保保改改善善運運動動学学習習・・交交流流集集会会
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○
○○
の
中中
を

う
め
て
く
だ
さ
い
。

22
00
00
88
年
春
闘闘
機
関関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
実
施
し
ま
す
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超
過
勤
務
の
改
善
求
め

申
し
入
れ
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